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開催までの経過

平成２１年 ６月１５日 募集開始（市報掲載・募集案内配布）

６月３０日 募集〆切

〔応募状況〕

７月 ８日 抽選

募集人数を越えた４つの地域について、厳正な
抽選を行い、公募による10名を決定しました。

場所 武蔵野総合体育館 視聴覚室

立会 ８名

８月１９日 第１回地上部街路に関する話し合いの会

9名吉祥寺東町１～３丁目

2名吉祥寺南町１,２丁目
吉祥寺本町１丁目

6名吉祥寺南町５丁目
吉祥寺東町４丁目

5名吉祥寺南町４丁目

各２名

８名吉祥寺南町３丁目

募集人数応募人
数

募集地域

第１回 武蔵野市における

地上部街路に関する話し合いの会
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地上部街路に関する話し合いの会

の進め方

平成２０年３月公表

東京都では、これまで、外環本線を地下化した場合の地上部街路について、

「現在の都市計画区域を活用して道路と緑地を整備」、「都市計画の区域を縮小

して車道と歩道を整備」、「代替機能を確保して外環の２の都市計画を廃止」の

３つの考え方を示すとともに、必要性やあり方について、広く意見を聴きながら

検討を進め、都市計画に関する都の方針をとりまとめることとしています。

この一環として、地域住民の方々のご意見を聴くため、東京都は武蔵野市や国

土交通省の協力を得て、地上部街路に関する話し合いの会を設置しました。

武蔵野市における
地上部街路に関する
話し合いの会

～快適な都市環境の創出や地域環境の改善などの観点～～快適な都市環境の創出や地域環境の改善などの観点～

～広域的な救援・救護活動や延焼遮断帯の形成などの観点～～広域的な救援・救護活動や延焼遮断帯の形成などの観点～

～人とモノの流れの円滑化や交通の安全性の向上などの観点～～人とモノの流れの円滑化や交通の安全性の向上などの観点～

～質の高い生活環境の創出などの観点～～質の高い生活環境の創出などの観点～

検討の視点

検討の進め方　公表

必要性を検討するためのデータ　公表

地元との話し合い

地上部街路のあり方（複数案）　公表

地元との話し合い

都市計画に関する都の方針　公表

意見に対する都の見解　公表
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今後の予定

•「地上部街路に関する話し合いの会」では、各回ごとにテーマを設

定して、話し合いを行ないます。

•おおむね１年を経過した時点で、それまでの話し合いについて一定

のとりまとめを行なう予定です。なお、その後の「地上部街路に関

する話し合いの会」の取り扱いについて、ご意見を伺うこととしま

す。

・４つの視点（環境、防災、交通、暮らし）
ごとの話し合い

第３回

以降

・地域の現状、課題など第２回

・運営要領（案）

・東京の都市計画道路の概要

・地上部街路の概要、経緯

第１回

テーマ（予定）回

＜本日＞
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地域課題検討会での意見について

•国土交通省と東京都では、沿線区市と共に、環境対策やまちづくり

など外環整備に伴う地域の課題について、課題解決に向けた対応の

方針を作成するにあたり、地域のみなさんの意見や考え方を取り入

れるため、地域ごとのＰＩ（地域課題検討会）を実施しました。

•武蔵野市域では、「武蔵野市外環市民参画（地域ＰＩ）検討会」

（以下、「検討会」という。）として、平成２０年１０月から同年

１２月までに、３回開催されました。

•この検討会での地上部街路に関するご意見については、検討会とは

別に進める地上部街路の検討に活かします。

•検討会での地上部街路に関するご意見は別添のとおりです。

◎ 検討会での地上部街路に関するご意見の例

外環ノ２を白紙撤回し、改めて外環ノ２の必要の有無から検討すべき
である。

外環ノ２は、当初の高架道路と一体的に計画された道路であり、高架
道路が地下化されたのだから、外環ノ２は白紙化されるべきである。

外環ノ２を検討したいが、必要性の有無などを検討するためのデータ
や、説明が少ない。

生活破壊に直結するのはむしろ外環ノ２である。排出ガス・振動・生
活圏分断など日常への影響が大きい。

東京の中の武蔵野地域は低炭素社会を形成する上で、外環ノ２は緑地
化するべきだ。

外環ノ２は、グリーンベルトのような道路の機能でないものをつくる
のがよいのではないか。また、災害時だけ道路として使えるようなつく
り方もあるのではないか。

新たな外環ノ２の道路より既存道路の整備を進めてほしい。
外環ノ２ができれば住宅地への車の流入が防げるというが、できるこ

とで余計に車が集まってくるのではないか。

外環ノ２は、町の分断や地域コミュニティの破壊を引き起こすことを
考えると、事業の実施には絶対反対である。

外環ノ２ができることによって子どもの通学にも影響が出るのではな
いか。

検討会の実施状況については、「武蔵野市外環市民参画（地域ＰＩ）検討会
記録集」として、公表されています。

〔環境〕

〔交通〕

〔防災〕

〔暮らし〕

〔必要性〕


